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表現できることを示した。さらに，結合客数分・布を計  

算するためのアルゴリズムを示した。  

（2）「GI／GⅡ／ユ待ち行列の加法的汎関数の漸近的行動。  

再生過程に関する確率積分の収束」  

山際敬吾（神奈川大学）   

G瓦／GI／1待ち行列の利用率がLより小さいとする。  

待ち人数の値を変数とする関数を時間で積分し平均を  

引いて積分時間の平方で割った量が，時間を大きくし  

たとき正規分布に収束することを示し，この正規分布  

の分散を計算する式を導いた。この結果は再生過程の  

加法的氾関数に関する一種の中心極限定理である。  

‥ ・         ・   

㊥第3軋瓢  

m 時二平成11年1月9日（土）14：00～17ニ00  

出席者：9名  

場 所：中央区新富ワーカーズ。サポートセンタ山  

東佃瑚∇藍講師：「これからの日本とイノベーション」  

上田亀之助   

20世紀の世界は人目の増大と近代国家建設のための  

活動の世紀でした作 目本もかなりの程度のインフラ建  

設を達成しました。21世紀は枯渇する化石燃料のクリ  

血ンエネルギーへの転換，常に環境への影響を考慮し  

ながらの活動の時代でれ そのため日本も膨大なイノ  

べ、州ションの実践に邁進しなければなりません①   

、予主トー．∴   

⑳窮鼠7固  

日 時二平成11年1月22日（金）18：30～20：30  

出席者二姐名  

場 所：東京工業大学 石川台1号館7階754号室  

テ仙∇と講師：  

（l）「Moment－A班usting Method for Monte Carlo   

SimulationswithPhysicalRandomNumbers」   

白川正樹小玉京穂（興銀フィナンシャルテクノロジー）   

本研究では，モンテカルロ位シミュレーションで発  

生させたサンプルパスのモーメントを動的に調整する  

方法を提案した。．そして，この方法を用いて，Asian  

optionの評価を行いその収束性を分析した。  

（2）「デーぺタマイニングを用いた分析手法」  

小野 潔（ニッセイ基礎研究所）   

①保険解約防止の分析  

（診個人融資審査モデル開発  

オペレーションズqリサ山チ   

珍≡哩財Ⅱ寧珍   

⑳第乱6園  

田 噂：平成10年12月且8田（金）18：30～20：30  

出席者：5¢名  

場 所二束京工業大学 石川台1号館7階754号室  

・・∴・、  

（1）「保険数理に基づく信用リスク取引の価格評価」  

蜂須賀山誠（東海銀行 金融商品開発部）   

本研究では9 信用リスクを考慮した保険契約料の導  

出をさまざまな取引について分析し9 それらを保険数  

理のフレームワ血クで説明した臼  

（2）「Pでicimg of Corpo柑teI30nds wi払 mefault－   

Co『γe且a七iomCaused亀yRec五proca且OwIlerShip」   

中村信弘（MTBインベストメントテクノロジー研   

究所）   

本研究では，資産の持合によって生じる連鎖倒産リ  

スクを詳細にモデル化した。さらにこのモデルにおけ  

るクレジット。スプレッドを，準乱数を用いたシミュ  

レーションにより，計算的に評聴い検討した。  

■・：・・二・・－・．・   

、二さ∴・●・二ぎ  

闘 将二平成10年12月19日（土）14こ00～16：30  

出席者：26名  

場 所：東京工業大学 本館1－94号室  

テ叫マと講師：  

（1）「軌eue呈emg蝕しdistributionin a FIFO single－   

Se㌃VerqueueWi班muitiplearrivals虹eamshaving■   

di躇ereIltSerVicet豆me8istr弛utioms」  

滝根哲哉（京都大学）   

サービス時間分布が異なる複数の到着流が連続時間  

有限マルコフ連鎖によって支配されている定常な  

『亙『0単一サーバ待ち行列の結合客数分布を考察した。  

定常状態における待ち客は全て系内経過時間（attained  

waitimg t皇me）内に到着したものであることに注偏し，  

結合待ち客数分布一母関数ならびに結合系内容数分布が  

それぞれ待ち時間分布及び系内滞在時間分布を用いて  
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